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平成24年度 宮崎県立都城農業高等学校 学校 (内部)評価 結果
上    34 下2

不校の便節
○ 日本の食糧基地である北諸県地域の農畜産業、農業関連産業、ヒューマンサービス分野の担い手の育成・

Oふ るさとを愛 し、思いや りのある退 しい職業人の育成。

とのう
部活動、農業クラブ活動、生徒会活動等の諸活動を通 して、都 農魂の具現化を図る。
評価制度の活用 と職員研修の充実等を通 して、学校力と教師力の向上を図る^

本校の目標 (学校経営ビジヨン 本校が目指す学校像 )

1.「学びの心」と「生き抜 く力」を高める学習及び実習指導を通 して、生徒の進路実現を図る。
3.家庭、地域、農友会等 との連携を通 して、信頼される学校づくりを図る。

2.
4

ビジョン実現のため
1.進路決定 10( 3.地域への積極的貢献2.部活動、農業クラブ活動等の全国大会出場

の重点目標
)%

分

導
基本方針 年度達成目標 標達成のための計画 準基価評 田評部内 学校関係者評価

評価 評価の観点 (成果、課題等 ) 評価出来る点、課題等
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①学校教育目標
を達成するため、
教育課程を改善
し実践する

②個人情報の適
切な取り扱いと情
報管理の徹底を図
る

各教科における必履修科目・

選択科目を決定し、原案を作
成する。

・カリキュラム委員会の充実
・新学習指導要領理解のため

の職員研修を実施する。

カリキュラム委員会、職員研修が充実出来た。
カリキュラム委員会、職員研修がある程度出来た。

4

2
カリキュラム委員会を計画的に

実施し新学習指導要領に対応した

教育課程を完成することができ
た。一方新学習指導要領実施に向
けて職員研修で共通理解を図る計
画であつたが実施できなかった。 3

◎学力の向上が進
学、就職 100%
につながつたのだ
と思う。

◆欠席・遅刻を減
らす取組は評価で
きるが、実際は増
加している。

◎全員卒業、進級
へ向けての先生方
の努力が評価でき
ます。
◆携帯 “スマホの
情報教育にしつか
り取り組んで欲し
い。

2 カリキュラム委員会、職員研修があまり充実出来なかった

1 カリキュラム委員会、職員研修が計画通りできなかつた

各クラスの評定平均値を前学

期より0.1ア ップさせる。

・各学年会と協力して学年統一

課題を出すことで、自宅学習の

定着を図る。
・定期的にアンケートを実施して

生徒の実態把握に努める

4害Jの クラスが評定平均値 0
3割のクラスが評宇平均値 o
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○
5割以上の 8ク ラスの評定平均

値が0.1以上アップした。2,
3年生の頑張りが目立った。生徒
アンケー トから、自宅学習の定着
には一定量の課題が必要である。
次年度も学年会・各教科の協力の

下、学年統一課題をお願いしたい。

22割のクラスが評定平均値0.1アップした
1 1割のクラスが評定平均値0.1ア ップした。

通知表・調査書・生徒指導要録
等に関する成績等を共有する為
のシステムの導入を目指す。

・システム導入に向けた調整会
議の実施
・教職員研修の実施

4

3
システムカミ導入■れ棄塞LS_修を入っぃたQ_

システムが導入されたが研修は出来なかつた 2
システム導入に向けて、業者か

らの見積もりまで得られたが、数
年後県による導入計画があるとの
ことで、独自の導入は見送られた。
これまで使用している本校のソフ
トを今後も使用し、迷惑のかから
ないよう改善に努めたい。

.シ不テム導入11口」iた調曇全護墜行pttq__
調整会議も出来なかった。
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生徒の人格を尊重
し、個性の伸長を

図りながら主体的に

判断・行動し、積
極 的 に 自 己 を
生 か して い くこ

とがで きる生 徒
の 育 成 を 目 指
す。

①生徒会活動の活性化0充実 ①生徒の主体性や社会性を養う
ためにピア・サポート活動の実施

4 ピア・サポー ト活動を充実させることができた

3
ある程度の計画を立て、活動

を実施できたが、必ずしも充実
した内容でなかつたので来年度
は、もつと主体的に生徒が活動
できるようにしっかり事前に計
画をしていきたいa

◎朝の挨拶運動で
はPTAも 参カロし
挨拶と交通安全を
呼びかける運動が
出来たことは評価
できる。
◆イエローカー ド

指導の強化は行わ
れているものの間
題行動が増加して
いる。
◆車道での自転車
並進を良く見かけ
る。

3 ピア・サポー ト活動を実施できた
2 ピア・サポート活動の計画だけで実施出来なかつた
1計画も、実施もできなかつた。

②問題行動 ,自 転車事故ゼロ

を目指す。
②効果的なイローカード指導によ
り問題行動の未然防止に努める。
交通教室やバイク生徒集会を開催
する。

4 ィェロー指導・集会で前年比、40%以上問題行動・事故が

減った。

2

交通安全集会や呼びかけを行
つたが交通事故報告数は昨年と
ほぼ同数であつた。また、イエ
ローカー ド指導によって問題行
動の数の激減にいたらかなかっ
た。しかしながら、大きな問題
行動になるのを抑制している部
分はあると思われるので今後も
有効に活用しながら 生徒の心に
訴える指導もあわせてやつてい
きたい。

3 ィェロー指導・集会で前年比、10%以上問題行動 。事故が

減った。

イエローカー ド指導・集会の効果は、昨年とほぼ同じだつた。

イエローカー ド指導・集会による問題行動滅は図れなかつた。
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基本方針 年度達成目標 標達成のための計画 評 価 基 準 内 部 評 価 学 交関係者評価

評価 評価の観点 (成果、課題等 ) 評価 評価出来る点、課題等

進

路

推

導

剖

本校の生徒が確か

で堅実な人生設計
を描き、自己の適

性に応じて能力を
フルに発揮できる

職業人として生き
る力をつけさせ 、

経済的な自立を図

れるよう的確な進

路指導を行う。

また生徒の多様化
に応じた進路指導
を推進する。
れるよう的確な進路

指導を行う。また生

徒の多様化に応じ

た進路指導を推進

する。

①計画的、組織的な進路指導
の充実に努める。

①計画 日立案を早期に行い、
かつ役割分担を明確にするこ

とで、定期的な実施・運営を

図る。。

4 年間を通して、早期に対応と運営ができた

0
進学合格は100%、 就職は結果待
ちの1名 を除き全て達成した。就
職の内 1回の採用試験で内定し
たのが76%で あった。この割
合を決して楽観視していないが、
現在の厳しい就職状況からは、
生徒の頑張りと節目毎の大きな
進路行事が結果的に結びついた
と思う。一方で今後上級学校の

合格率をあげるには、本人の意
思表示と本格的な受験科目の指
導をもつと早める必要がある。

○

◎キヤリア教育の
充実が進路確定
100%に つなが
つたのではない
か。

◎卒業生全員の進
路決定は高く評価
出来ます。

◆早期離職者や中
退者のフォローア
ップをしつかりと
行う必要があるの
ではないか。

3 概ね早期に対応と運営ができた

2~不や車覇IU対応と運営ができなかつた
早期に対応や運営ができなかつた。

②計画的な職場開拓を行うと
共に、就職者の定着指導の

徹底に努める。

②企業・学校訪間の点検 口見
直しを徹底し企業 E学校との
良好な関係維持に努め、また
卒業生の情報収集を徹底する

正確参蠅 収集輩翼任維持■1■責たp___
攪ね剛 集と関係維持愛 ぃまた9____
やや情報収集上関係進持濠 _童なかpttq
情報収集と関係維持ができなかつた。
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3

本校 と繋が りが深い企業、大

学、短大等は、概ねこれまで通

りの関係を維持できた。就職試

験では学力に加え、評定値や欠

席日数のハー ドルが高 くなつて

きており、日頃の学習習慣と基

本的生活習慣の安定、維持が重

要になつてきている。企業 口学

校訪間や卒業生来校により得た

それぞれの情報を面接指導に生

かすことができた。次年度は進

路対策専門員の雇用方法が変わ

るので、これまでに築いた人的

継続効果が薄れないよう対策を
考えたい。

①差別選考のない就労保障に
努める。

③ハローワーク等の公的機関
との連携を徹底し、差別選考
に対する校内で意識改革を徹
底する。

4 姜間を二しての連控 f_対応が■責たp

概ね連携・対応ができた。3
○

ハローワーク主催のジュニア

ワークフェアヘの参加は、内定

率向上につながつた。 都城ハロ

ーワークからも担当者の来校が

あり、情報交換と連携がスムー

ズにいつた。今年度は本校生徒
の差別選考の予見と事例がなく、

改めて意見交換をすることはな
かったハ

2 やや連携 口対応ができなかつた

1 連携 ,対応ができなかつた



分

厚
基本方針 年度達成目標 標達成のための計画 準基価評 評部内 価 学校関係者評価

評 価 評価の観点 (成果、課題等 ) 評価 評価出来る点、課題等

保

健

体

育

部

<保健部>

健康の保持増進、
体力の向上を図
り、自発的運動の

実践と自己管理の
できる能力を育成
する。

保健室利用者の減少を目指し、
心的・病的生徒の把握とラポート
に務める。

①計画の早期提示と、啓蒙活
動の徹底を図る。

4計画の早期提示ができた。(lヶ 月前)

3
計画の早期提示と実行ができ

た。啓発活動については保健便
りやクラス掲示資料、保健委員
会をとおしての活動ができた。
また、先生方の協力を得て計画
調整ができた。

0
◎インフルエンザ
等の伝染病への学
校の取組(マ スク、
手指消毒)は評価
出来ます。

3計画の早期提示ができた。(3週間前)

2計画の早期提示ができた。(2週間前 )

1計画の早期提示ができた。(1週間前 )

②結果の早期提示と、事後指
導の徹底を図る。

4早期提示と指導徹底ができた。(loo%)
3

結果の早期連絡・事後措置の
管理指導ができた。特に本年度
の3年麻しん予防接種率99%、 心
臓検診 口内科検診事後検診は100

%を達成した。しかし、感染予
防の徹底が図れなかつた。

3早期提示と指導徹底ができた。(70%)
2早期提示と指導徹底ができた。(40%)
1早期提示と指導徹底ができた。(10%)

③委員会活動の活発化と、議
題の事前検討を図る。

4放課後活動・啓蒙活動ができた。(100%)
3

保健委員長が年間計画・実践
と委員会をまとめ、環境調査や
生活アンケー ト等の結果につい
ての意見を学校保健委員会で述
べるなど活動を盛り上げた。

3放課後活動・啓蒙活動ができた。(70%)
2放 課後活動 口啓蒙活動ができたハ (40%)
1放課後活動・啓蒙活動ができた。(10%)

<体育部>
楽しい体育の授業
実践から、動く。集
う。わかる0伸 びる
授業を目指し、心

身の安定と向上を
図る。

学習方法、自己の体力 E技能
を知り、選択体育の進め方を
理解し積極的に運動に取り組
む生徒を育てる。(1学年)

<教師主導型>
計画・ 指導について大半を教
師に委ねる。

4モ ラルや規則.
に則 り学習した。(100%)
に則り学習 した。(70%) 3

授業の忘れ物を減らすことが今
後の課題。自分の体力に関心を持
たせるデータの提示や体力向上に
対し喜びを感じる授業を考えたい

3

◎体力向上は心身
のバランス向上に

非常に役立ってい

ると思 う。生涯体
育の観点からも是
非この計画を継続
してや つて欲 し
い。

3モ ラルや規則
2モ ラルや規則に則 り学習した。(50%)
1 モラルや規則に則 り学習 した。 (30%)

自己の意思で運動に取り組
み、運動を選択し、他と積極
的に運動に取り組む生徒を育
てる。(2学年)

<教師・生徒共存型>
計画の一部・指導や学びの一

部に、生徒・教師が関わる。

4モ ラルや規則に則 り学習した。 (100%)
3

1年次よりも忘れ物や見学が減
り授業に対する生徒の意欲的な姿
勢が見られ成長を感じた。授業開
始時のラジオ体操も定着し授業に
スムーズに入れるようになつた。

3モラルや規則に則り学習した。(70%)
2モ ラルや規則に則 り学習した。(50%)
1 モラルや規則に則 り学習した。(30%)

選択体育に積極的・主体的に
取 り組み、生涯にわたって豊
かなスポーツライフを実践で
きる生徒を育てる。(3学年)

<生徒主導型>
計画・指導について、大半
を生徒に委ねる。

4モ ラルや規則に則 り学習した。(100%)
3

練習計画の作成やゲームの運営
等、自主的に運動を行う具体的な
方法を学ばせ、生涯のスポーツラ
イフ実践に導くと共に授業中での

リーダー育成が必要である。

3モラルや規則に則 り学習した。(70%)
2モラルや規則に則り学習した。(50%)
1 モラルや規則に則 り学習した。(30%)

瑚

城

建

備

習

校内の緑化・美
化活動 を推進す
ることによ り美
化の意識を高め、
環境の整備に対
する精神を養 う。

学校美化に努めるとともに

学校緑化を推進する。

清掃時間には必ず職員が清掃
指導を行うよう呼びかける。

4清掃指導を、常時心がけて呼びかけた 3 職員の美化意識の向上が必要。
呼びかけの工夫が必要と感 じ

た。

○

◎校内はいつもき
れいに清掃されて
おり環境美化にカ

を入れておられる
ことが しつかりと

見えます。

◎学校周辺、校門
前の花壇は一年中
花が植えられ地域
の方々がリト常に喜
んでおられます。

3清掃指導をなるべく心がけて呼びかけた
2清掃指導の呼びかけが不十分だつた。
1清掃指導の呼びかけはほとんどしなかった

美化委員の活動を活発化す
る。

美化委員が積極的に活発に活動 した。
積極的ではなかつたがまあまあ活動 した

4
3

○
毎週、火曜。木曜に放課後の清

掃活動をテス ト期間中以外は活
動を行えたので良かつたと思う。2美化委員の活動は消極的だつた

1美化委員の活動はほとんどみられなかった

環境整備部員主導のもと、校
内緑化活動を活発に行う。

4環境整備部員主導で、常時積極的に活動 した
3

共通理解の基に活動する工夫
が必要。3積極的ではなかったがまあまあ活動 した

1

消極的な活動にとどまった。
ほとんど活動 しなかった。

2

部活動の中で自発的な清掃活
動を徹底させる。

各部の顧間の協力を仰ぎ、校
内の美化活動を行う。

440%以 上の部が美化活動に取 り組んだ
3

特に強化指定部の取 り組みは

良かつた。課題として全ての部
活動が活動場所付近の清掃活動
に取 り組めるよう働きかけたい。

320%以 上の部が美化活動に取 り組んだ
25%以 上の部が美化活動に取 り組んだ
1その活動は消極的で4%以下だつた
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基本方針 年度達成目標 標達成のための計画 準基価評 評部内 価 学校関係者評価
評価 評価の観点 (成果、課題等 ) 評価 評価出来る点、課題等

区

書

福

聴

賞

剖

1.調書の定看
と内容の充実

を図 り、生徒
の健全な教養
の育成に努め

る。
2.視 聴覚機器
の充実と活用

を促進 し、生
徒の社会的視
野を広め、情
操教育に寄与
する。

朝の読薔を通 じて、読警への
興味と習慣化を図る。

節目に図書部が巡回し必要な
指導を加えていく。学校文庫
を設置 して読書の浸透を図
る。

９

¨
８

４

一３ 8銘量維留馨難器珊先仕 3
読書の時間の担当の先生方の

協力により、読書の習慣づけが
できた。

○

◎読書が教養の育
成に役立つと共に
情緒安定にもつな
がつていると思う
ので今後も是非継
続して下さい。

◎活字を読むこと
で落ち着きが出て
きたと思う。

２

一
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■Ω%以上の生徒1ヽ読警11勢 Lり翼んだp

60%以上の生徒が読書に取 り組んだ。
図書の活用を促進する。 図書オリエンテーションを早

期に実施し、啓蒙に努める。
4 1年全クラス実施でき図書の利用が高まった

○
オ リエンテーションにより、

本への興味・関心が見 られ貸 し
出 しが多くなつた。今後は授業
での図書館利用を呼びかけたい。言罪曾螺聯輝:

図書委員会の活性化 図書委員会が生徒の役員を中
心に司会進行できるよう指導
し、委員の力量、自党を高め
る。

生徒役員の司会進行により活発な討議,1豊主れた__
生徒役員の司会進行により応あまあな討議が埜 れた

褥 |まあ留螂 誕警ポ器舅夢
ン上

４

一
３

一
２

・
１

●
定期的な委員会活動により内

容も充実 してきた。各クラスの
ライブラリたよりの発行により
生徒の活動の意識付けができた。

図書運営委員会を開催する。
図書広報誌を発刊する。
積極的に図書希望を出させる
読書感想文・画を出店させる

4_目標の4つ を達成できた
3

目標は概ね達成はしているが、
読書感想文・画については、国
語科、芸術、美術部等の教科の
連機存図 り取 り絹ス′でい夫f‐ Lヽ ^

C__巳模の3つ を達成できた
2目標の 2つを達成できた
1 目標のいずれも達成できなかった

渉

外

暉

生

剖

PTA活 動及び
同窓会 (農友会)

活動 を活性化す
る。

PTA三 役会及びPTA理 事
会を計画的に実施する。

三役5人、理事 17人合計2
2人全員の理事会出会を目指
す。

4_豊時pp%以上Aヽ参加した
3

お忙 しい中、 日程を調整 され
て出席 していただいている。 さ
らに、出席率を上げるための工
夫改善が求められている^

3

◆PTAは 学校の

現状にあった内容
に変更し、保護者
の協力態勢を強化
し100周年に向
けて頑張つて下さ
い。

◎PTA行事の在
り方を考えられた
のは評価できる。

3常時80%以上が参加した
2常時70%以上が参加した
1 フ0%以下であった

職員 レク レーシ ョンを定期考査カ

間中に実施する。その他の職員の

意思疎通 と融和を図る諸行事を企

画・立案実施する。

職員レクレーションヘの参加
率向上を図る。

4_平均して40人以上が参加した
2

皆さんが参カロ者しやすい行事
にするために、意見を集約して
いく必要がある。

0__■拘LK■ 0人以上が参加した
2平均して20人以上が参加 した
1 20人以下であった

農友会役員会を定期的に実施 ・定期総会・慰霊祭の参加率
向上を図る。

口球技大会への参加率向上を
図る。

4_m饗よ_り_生割以_L参加者が増えた。
2

創立 loo周年行事に向けてt

農友会の取 り組みを強化する必
要がある。

す る。 3前年より2割以上参加者が増えだ
2_例年通りの参加率だつた
1例年を下回る参加率だった

嚇

青

本E

談

部

自分を大切にし、
他者も大切さを認
めることができる生

徒を育成する。

不登校やいじめを受けている生徒
。発達障がいの生徒に対し、各部
及び学年、担任との連携を密に
し、問題の解決に努める。

①教育相談来室の生徒との
共感と受容の関係を保つ

数南相談室として蛸 能を十分驚損撃票瑾■:I
教育押盤 として蛸 能を隻二まあ発工 _責た
教育相談室としての機能lまあまり発揮できなかった

4

3
2

3
昼休みを常時利用する生徒達

を中心に教育相談室の利用が多
かつた。特別支援会議等でコー
ディネーターの轟木先生の助言
を参考に運営することができf‐ ^

0
◎思春期の悩み多
き生徒や特男1な支
援を必要とする生
徒への対応等、き
め細か対応ができ
ていると思いま
す。

1全く機能しなかつた。

②アンケート、アセスの実施 4アンケート、アセスを実施し、その結果を活用できた

○
本年度は、いじめが社会的に

も問題視 され、県のアンケー ト
や本校独 自のアンケー トを先生
方の協力で実施できた。アンケ
ー トやアセスの結果を職員会議
で先生方に報告できた。

3__7ンクート、アセスは実施できたが、活用できなかった

zンク三H雌]:口璽縮璽曇藤曇biうI:::
アンケー ト、アセスは作成も実施もしなかった。

2

③校内職員研修の開催

暑言I羅曇攣:き璽il雫
職員研修を計画はしたが実施出来なかった。

4

3
2

1

3
ボン太くらぶの外山明美様に

「困り感のある子ともの親の想
い」について講演頂いた。貴重
な講演内容であった。しかし、
期末試験中に実施したこともあ
り、出席率が悪く、時期の検討
が必要である



分

専
基本方針 年度達成目標 標達成のための計画 準基価評 価評部内 に関係者評価

平価 岬価の観点 (成果、課題等 ) 評価 評価 出来る点、課題等

事

　

務

　

剖

①関係部・学科と

連携を密 にし、支

援体制の確立を図
る。

①各部・学科の予算執行計画を
もとに、標準的な事業運営費
を算出する

①事業計画から実施・評価まで
工程表を作成し、必要に応じて
段階的なヒアリングを実施する。
財務委員会、運営委員会、学科
主任会等の基幹会議において

効果的な情報提供を行い、各部
等と積極的に連携を図る。

標準的な事業運営費の算出ができた
計画の (60%)を算出した。
計画の (30%)を算出した。
事業運営費算出には至らなかつた。

3
学科に配分した予算執行の管

理にとどまり、適正な事業運営
について、積極的に提案するこ
とができなかつた。
財務・運営委員会等で情報を収
集し、積極的に事業提案ができ
るように努めたい。

3

◎教育費の適正な
予算執行しつかり
できていると思い
ます。

◎部活動の強化費
の見直し等ができ
て良かつた。②教育環境の整備

充実を図る。
②整備率を高めるともに、各部・

学科の整備要求を基に学校施
設整備の中期基本計画としてま
とめ継続的な営繕計画に資する

②関係部・学科とヒアリングを効
果的に実施する。

学校施設整備中期計画を策定した
計画の (60%)を策定した。
計画の (30%)を算出した。
事業運営費算出には至らなかった。

4

3
2

3
懸案だつたワース ト3の 内 2

件を片付けることができたが、
年度末に工事が集中し、工事ヘ

の対応が十分にできず迷惑をお
かけしました。

③準公金会計の適 ③準公金は「準公金取り扱い規
程」に基づいて処理をする。

③関係団体と適宜連絡調整を行
い、適正な事務執行に努め

る。

4 事務処理要領を策定し、職員へ周知した。
3 事務処理要領を策定した。
2 策定に向け役員会で引き続き検討した。
1 要領検討案策定にとどまつた。

3

一般会計においては、無駄の
ない執行をすることができたが、
全般的に職員への周知徹底がで
きず、費用対効果に課題が残つ
た。要領では読み取れない個別
の判断が必要なケースが多数あ
った。

喪

陽

剖

農業及び農業に

関連する基礎的
・ 基本的な知識
と技術が確実に

身につ くよ うな
学習に重点を置
き、地域社会の

期待に応 える こ

とのできる教育
内容について研
修 を重ねその推
進に努める。

①特色化に向けて各学科の教
育内容を見直す。

①地域の実態とニーズを把握
する。

②各科ならではの教育内容を
明確にする。

③各科で身に付く技術を明確
にする。

４

¨
３
OγΩの全■責見直L把握r_また9

目標の二つを見直し把握できた。 3
幼・小 ,大学及び地域関係機

関等との連携事業が実施でき、
各学科の特色ある教育活動が展
開できた。

今後さらに 6次産業化へ向け
ての教育内容を改善 していく必
要がある。

3

◆毎年管内で、新
規就農者が 20名
前後である。農業
生産を維持するに

は30名 以上が必

要である。担い手

育成教育にしつか

り取り組んで欲 し
い。
O農家出身生徒の
就農を何とか支援
したい。普及セン
ターヘの情報提供
をお願いします。
◆六次産業化に向
けた取組を是非お
願いしたい。
◆もっと地域企業
や大学等と連携し
てもっと専門的な
学習を充実させて
欲しい^

2__且標の一つだけ見直し把握できた
1全ての項目の見直LIE握がで

~ぎ

ながら■「」

②就農支援事業を通して、担い

手としての意識の啓発を行う。
①地域及び関係機関と連携す

る
②農業担い手希望者の意識の
調査を行う。

4

3
2

1

量難輝をし毛綴鰤輩籍鷲静性‐
贅発!さ■■たが言裁Q蘭揚JJ主至らなな2た _

計画的な啓発も出来ず意識の高揚もなかつた。

3
就展支援事業においては、各

関係機関との連携を図 り、諸会
議や研修会に生徒・職員とも積
極的に参加できた。また、年間
に取 り組んでいる事業が、農業
担い手としての意識の高揚につ

ながっていると確信する。
③職員に意識を高め、校内各種

大会のレベルを向上させる。
①農ク大会の事前指導を確実

に行う。
②農業クラブ大会での実績を残
す

4

3 1

生月以上前から指重したp

ケ月前から指導した。 3
晨業クラブの県大会では、優

秀賞を獲得することはできたが、
最優秀賞は今一歩であり、確実
にレベルアップは図られた。今
後の課題として、生徒の潜在能
力をさらに引き出せるように、
職員の意識を高める必要がある。

2__attFE5菫力ヽら指導した。
1 2週間前から指導した



男

導
基本方針 年度達成目標 標達成のための計画 準基価評 J_ 部   評   価 学 関係者評価

評 価 評価の観点 (成果、課題等 ) 二価 評価出来る点、課題等

層

業

利

北諸県地域の農業
及び農業関連産業
分野で活躍する担
い手を育成する。

①進路決定100%を実現する。 ①学科全職員で進路指導に当た
る。

４

一
３

¨
２

¨
１ ][][:::言卜言:::i::葬 3

多くの職員の協力で、進路実
現100%を実現できた。次年
度は第一希望で合格出来るよう
准路指道に当f― 切f― :.、 3

◎アグリフェステ
イパルでは栽培し
た野菜、果物など
の品質も良く購買
者から大変喜ばれ
ていました。

②各部門で、地域農業に対応で
きる農場運営に取組む。

②生徒が興味・関心を持つ新しい
作物や栽培方法の導入に取組
む。

4

3 襲拒斃欄 憶鶏 警噺 濯畿名建 3
草花ではキクの切花に初めて

取組んだ。野菜では温室に自動
潅水装置・炭酸ガス発生装置・
細霧システムが設置されたので
今後の活用が期待できる。作物
ではイネの直播栽培を実施した。

2

幹扉場七學黙繕寿醤暦議象紺曇なふちI

③学校農業クラブ活動で全国大
会に出場する。

③生徒が主体となる「課題研究」で
あるが、常に適切な助言をし内容
の充実を図税

4

3 隻霙嘉騒 熟畦 炉導A嘔 2
担当者だけの指導が多く、全

員での指導は十分ではなかった。
2_豊ま塑指導がで馨獅 ぢI
1 全く指導ができ漬下ぢだ

畜

　

　

産

　

　

利

これからの畜産を
担う畜産経営者や
関連産業技術者
の育成を目指す。

①乳牛や肉用牛は各品評会で
高いレベルの結果を出す。

①生徒一人ひとりに日標を持た
せ、計画を立て行動させる。

4」吐回どお_り墨施できた。
3

各種品評会や共進会へ参加し、
昨年度より良い成績を挙げるこ
とができた。また、生徒は積極
的に活動し学習効果も高まった。 3

◎学校をあげての
口蹄疫等の家畜防
疫対策は非常に評
価出来ます。

◆都城は牛、豚が
日本一である。こ
の特色をもう少し
活かすべきではな
いか。

3概ね実施できた

2実施内容I奎夏がでII[:
1計画どおりできなかった

②県R・JAなどと連携を積極的に
行う。

②各機関との連携を図り、年次
計画に基づき授業を展開する。

4量画どおり実施できた
3

農業普及センター等専門的な指
導を頂いた。また、家畜審査な
ど地域の方々との協力も得られ
た。 また、意見発表やプロジェ
ク ト学習、鑑定競技、家畜審査
など活躍した生徒がおり計画的
た詢絹が出率わ_

0』ね実施できた
2動 内容量差ができた
1計画どおりできながるだ:

③伝染病を出さない ③計画的な防疫指導を行う。 4量画どおり実施できた

3
毎月、月末の消毒の日は、特

に徹底した消毒を行つた。
今後、来客者の徹底も同時に行
つていき、消毒室の活用につい
7圭`れ里由f― 各_7:、 善仁:、

0』れ実施r_きた。
2実施内容に差ができ■
1計画どおりできなかづだI

ラ

イ

フ
デ

ザ

イ

ン
科

展産物及び農業
の多面的機能を
生かし、快適な
生活空間の確保
や食生活につい
ての在 り方につ
いて学習 し、安
らぎと、満足感の
ある健康社会を
築 くヒューマン
サービス従事者
を育成する。

①学習環境を整え、学習習慣
を定着させる。

①生徒一人ひとりに目標を持
たせ、資格取得や進路実現
のための指導を行う。

1 [難:繋:葬藤
4

3
2

3
資格取得の指導に取り組むこ

とができた。他学科、教科の先
生方に放課後や休日にも課外し
ていただき、多くの資格を取得
できた。また、面接指導なども
行うことができた。

3

◎南九州大学との
交流が進学にも反
映されていると思
います。

◎南九州大学と連
携して是非農業ク
ラブ全国大会に出
場し最優秀賞をと
りましょう。

∪ :展果」 :薇 71L」 lス艇」を
運動させた農場活用を実現
する。

②叡科間の運携を図り、年次
計画に基づき授業展開を行
う。

一た
。一

」

彙
き
一た
一

た
一で
一き
一

雌一椰一臓一

用
一場
一活
一

活
一農
一場
一
。

機
一は
一繊
一」

ｐ
ぼ
一
ｐ
な

脚
脚

赫
一卿

目
一日
一の
一取

科
一科
一業
一く

学
一学
一農
一全

4

3
2

3
教科間の連携を図り、年次計

画に基づいた授業展開を行える
ようにしたい。農場で栽培した
生産物を利用した料理が県のコ
ンテス トで最優秀賞などの表彰
を受けることができた。

υ 王 碇 C/Jコ ミ ユ ニ 7-シ ョン

能力を高めると共に、生徒
に自らの学習に対する自信
を持たせる。

0年沢計画に基づいた交流事
業を行う。 堡言菫韮言暮曇[奪[群 i

4

3

2
3

幼稚園、小学校と交流を行 う
ことができた。内容や回数につ
いては検討が必要である。休日
などに南九州大学と連携 しボラ
ンティア活動を実施したA

1交流事業を実施じ葦弱{石I



分

専
基本方針 年度達成目標 標達成のための計画 評 価 基 準 内 評 価 学 交関係者評価

評 価 評価の観点 (成果、課題等 ) 評 価 評価 出来る点、課題等

2

奪

学

年

会

規範意識と進路意
識の高揚

①集会時の態度「聞く」「待つ」の

完成。
①学年全体で「中に入つて」指
導を行う。

4「聞 く」「待つ」の姿勢がしつかりできた
2

担任による指導に頼り、組織
的な指導には至らなかった。『聞
く』についてはわずかに改善が
みられたが、『待つ』ことができ
ず、特定の人間が私語やよそ見
をするような落ち着きのなさが
見られた。

3

◎一部の生徒の行
為は残念だが、全
体的に落ち着いて
最上級生としての
自覚が見 られま
す。

◎3学期は生徒一
人一人が落ち着い
てきたように思い
ます。

3「聞く」「待つ」の姿勢がほぼできた
2「聞く」「待つ」の姿勢がほとんどできなかつた
1指導したがほとんどできなかつた

②イエローカード指導対象者50

%減
②生徒とのコミュニケーション、

常時指導を行う。

4イ エロカー ド指導者50%減を達成できた。
3イ エロカー ド指導者30%減を達成できた。
2イ エロカー ド指導者 10%減を達成できた。

1

集団による万引き行為が発生

するなど、前年度 と比較 してほ

とんど変わらない結果に終わつ

た。担任による常時指導は行わ

れていたが、組織的な、集団ヘ

の注意喚起の不足が一因 と思わ

れる∩

1 イエロカー ドの効果は発揮できなかつた

③未知の可能性へ挑戦させる。
明確な進路目標を設定させ

る。

③活躍の場を提供し、失敗 (成

功)体験をさせる。進路指導部
と連携し、インターンシップや

講演会を充実させる。

4実施後、生徒の進路意識が高まつた。
3実施後、概ね生徒の進路意欲が高まつた。
2実施後、進路意欲に変化が見られなかつた
1実施後、生徒の進路意欲が低下 した。

3
進路部による計画的な実施の

お陰で、進路学習による意識の

高揚が見られるようになつた。
また、学科の多大なる尽力によ
って、インターンシップ成功を
収められた。

3

年

学

年

会

保護者・職員 と
の連携 を図 り、
一人ひ と りの進
路希望実現に向
けた指導を行 う。

①生徒が希望する進路目標実
現に向けて、早期に適切な
指導支援を行う。

①学年PTA集会 口進路集会
を実施して情報を共有し早
めの進路設定につなげる。

4計画どおり実施できた
3

進路においては、進学では全員が

希望する学校に決定できた。また、

就職では未定者が 1名 いるが、概ね

決定できた。進路指導部との連携を

図 りながら、集会等を重ね、問題行

動もほとんどな く 1年間を終えたの

は、大変良かつた。進路決定後に気

の緩みが見 られたことは、今後の課

題でもある。

0

◎全員の進路決定
は見事です。

◎キヤリア教育の
充実が進路決定 1

00%に つながっ
たと思います。

3概ね実施できた。
2実施にむらがあつた。
1計画どおり実施できなかつた

②最上級生として特別活動等
に積極的に参加させ活躍さ
せる。

②生徒会 ,農業クラブロ部活
動へ中心的な取組をさせ

る。

4学年相応の活躍する場面が見られた

○
部活動、農ク活動等での活躍も多

く見られた学年であつた。学校行事
でもまとまり、最後の卒業式でも厳

粛な式典となつた。しかし、3学年

としては、 2学期の行事の精選が急

務と捉え、生徒にとって進路へ向け
ての担情整備弗綸《専望する_

3 全体に意欲的な取り組みが見られた。
一部の生徒の取 り組みに終わつた。2

1全体が的に取 り組まなかつた。


